
 

 

 

令和６年第３回 

 

 

 

茅 ヶ 崎 市 議 会 定 例 会 

議 案 等 要 旨 

 

 

 

 

 

議案第７３号 専決処分の承認について 

～  

議案第８２号 市道路線の認定について 

 

認定第 １号 令和５年度茅ヶ崎市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

～  

認定第 ７号 令和５年度茅ヶ崎市病院事業会計決算の認定につい

て 

 

報告第１３号 令和５年度茅ヶ崎市病院事業会計予算の継続費精算

報告について 

～  

報告第１６号 専決処分の報告について 
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議案第７３号 専決処分の承認について(議案書 P5～17) 

（令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第６号）） 

歳入歳出それぞれ３８１，３９０千円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ９５，８１８，１９５千円とするもの 

（歳出） 

「款３ 民生費」 

「項１ 社会福祉費」 

「目１ 社会福祉総務費」 

 令和６年度に新たに住民税非課税となる世帯等への給付（こども加

算を含む。）及び定額減税を補足する調整給付を支給することに伴い、

「負担金補助及び交付金」を増額するもの 

（歳入） 

「款１５ 国庫支出金」 

 歳出の事業の財源として、「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金」を増額するもの 

 

議案第７４号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第

７号）(議案書 P18～28) 
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歳入歳出それぞれ４７１，０７５千円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ９６，２８９，２７０千円とするもの 

（歳出） 

「款４ 衛生費」 

「項１ 保健衛生費」 

「目１ 保健衛生総務費」 

 予防接種法に基づく予防接種を受けたことによる健康被害につい

て、厚生労働大臣より認定されたことに伴い、「負担金補助及び交付

金」を増額するもの 

「目２ 予防費」 

 新型コロナウイルス感染症の予防接種について、高齢者等を対象に

個人の重症化予防を目的としたＢ類疾病の定期接種として実施するこ

とに伴い、「委託料」、「負担金補助及び交付金」を増額するもの 

（歳入） 

「款１５ 国庫支出金」 

 歳出の事業の財源として、「新型コロナウイルス予防接種健康被害

給付費負担金」を増額するもの 

「款２０ 繰越金」 
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 歳出の事業の財源として、「前年度繰越金」を増額するもの 

「款２１ 諸収入」 

 歳出の事業の財源として、「新型コロナ定期接種ワクチン確保事業

助成金」を増額するもの 

 

議案第７５号 令和６年度茅ヶ崎市一般会計補正予算（第

８号）(議案書 P29～55) 

歳入歳出それぞれ１１４，０２９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ９６，４０３，２９９千円とするもの 

（歳出） 

「款２ 総務費」 

「項１ 総務管理費」 

「目７ 企画費」 

 一般財団法人地域活性化センターの助成金を活用し、庁内でデジタ

ルトランスフォーメーションを推進する人財育成の研修を行うことに

伴い、「報償費」を増額するほか、マイナンバーカードの健康保険証

としての利用申込及び公金受取口座の登録支援を行うことに伴い、「委

託料」を増額するもの 
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「目８ 支所及び出張所費」 

 マイナンバーカードの健康保険証利用に向け、新生児や紛失等によ

る再発行など、迅速なカード発行が必要な場合の特急発行を行う体制

を整備することに伴い、「報酬」、「費用弁償」、「消耗品費」、「通

信運搬費」を増額するもの 

「項３ 戸籍住民基本台帳費」 

「目１ 戸籍住民基本台帳費」 

 マイナンバーカードの交付管理システムを導入するほか、同カード

の健康保険証利用に向け、新生児や紛失等による再発行など、迅速な

カード発行が必要な場合の特急発行を行う体制を整備することに伴

い、「消耗品費」、「通信運搬費」、「委託料」、「使用料及び賃借

料」を増額するもの 

「款３ 民生費」 

「項１ 社会福祉費」 

「目１ 社会福祉総務費」 

 介護保険事業特別会計における福祉用具・住宅改修支援事業理由書

作成手数料の増額に伴い、「繰出金」を増額するもの 

 令和５年度に収入した介護保険低所得者保険料軽減負担金の過配分
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を返還するため、「償還金利子及び割引料」を増額するもの 

「目４ 老人福祉費」 

 認知症基本法に基づき、認知症理解促進のための普及啓発を行うほ

か、本市における認知症の実態を把握するため、高齢者や医療機関等

にアンケート調査を行うことに伴い、「報酬」、「報償費」、「費用

弁償」、「消耗品費」、「印刷製本費」、「通信運搬費」、「委託料」

を増額するもの 

「項２ 児童福祉費」 

「目１ 児童福祉総務費」 

 保育士の業務負担軽減を図ることにより働きやすい環境を整備する

とともに、保護者の利便性向上を図るため、国の補正予算を活用して、

民間保育所等における業務のＩＣＴ化等を推進することに伴い、「負

担金補助及び交付金」を増額するもの 

 保育士の業務負担軽減を図ることにより働きやすい環境を整備する

とともに、保護者の利便性向上を図るため、国の補正予算を活用して、

小規模保育事業所等における業務のＩＣＴ化等を推進することに伴

い、「負担金補助及び交付金」を増額するもの 

「目３ 母子福祉費」 
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 ひとり親家庭等医療費助成事業における所得制限について、児童扶

養手当における所得制限の緩和に合わせた見直しによる同助成事業の

対象者の拡大に対応することに伴い、「印刷製本費」、「通信運搬費」、

「手数料」、「扶助費」を増額するもの 

 母子家庭父子家庭高等職業訓練促進給付金等の支給について、当初

の想定を上回る申請者の増加に伴い、「負担金補助及び交付金」を増

額するもの 

「目４ 児童福祉施設費」 

 保育士の業務負担軽減を図ることにより働きやすい環境を整備する

とともに、保護者の利便性向上を図るため、国の補正予算を活用して、

公立保育園における業務のＩＣＴ化等を推進することに伴い、「消耗

品費」、「通信運搬費」、「委託料」、「使用料及び賃借料」を増額

するもの 

「款４ 衛生費」 

「項１ 保健衛生費」 

「目２ 予防費」 

 令和５年度の精算に伴う結核医療費補助金等の過配分を返還する

ため、「償還金利子及び割引料」を増額するもの 
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「目３ 母子衛生費」 

 産後の母子の心身のケア等を行うために実施している産後ケア事

業について、当初の想定を上回る利用件数の増加に伴い、「委託料」

を増額するもの 

「項２ 清掃費」 

「目１ 清掃総務費」 

 令和７年度に実施するごみの戸別収集に係る実験事業の準備とし

て、対象エリアへの周知のほか、共同住宅等の収集場所の特定作業や

ごみ組成分析を行うことに伴い、「報酬」、「会計年度任用職員期末

勤勉手当」、「共済費」、「費用弁償」、「消耗品費」、「印刷製本

費」、「通信運搬費」、「委託料」を増額するもの 

「目２ じんかい処理費」 

 事業者に対するごみの排出指導を強化するため、市内全事業者への

周知啓発を行うことに伴い、「消耗品費」、「印刷製本費」、「通信

運搬費」を増額するもの 

 剪定枝について、当初の想定を上回る排出量の増加に伴い、「委託

料」を増額するもの 

 家庭等からの排出及び収集・処理におけるスプレー缶の爆発防止対
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策のため、令和７年度からのスプレー缶の排出方法の変更に向けた準

備や市民への周知啓発を行うことに伴い、「消耗品費」、「委託料」

を増額するもの 

 寒川町が運営する寒川広域リサイクルセンターの管理運営経費につ

いて、令和５年度の精算に伴う不足分を負担することに伴い、「負担

金補助及び交付金」を増額するもの 

「款８ 土木費」 

「項４ 都市計画費」 

「目５ 公園費」 

 新湘南バイパスの側道（市道６５２９号線）の街路樹の維持管理に

おいて、当初に想定していなかった剪定箇所の発生に伴い、「委託料」

を増額するもの 

（歳入） 

「款１５ 国庫支出金」 

 歳出の事業の財源として、「社会保障・税番号制度推進事業補助金」、

「介護保険事業費補助金」、「母子家庭父子家庭高等職業訓練促進給

付金等事業補助金」、「保育対策総合支援事業費補助金」を増額する

もの 
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「款１６ 県支出金」 

 歳出の事業の財源として、「ひとり親家庭等医療費助成事業補助金」、

「特定高等職業訓練促進給付金事業費補助金」を増額するもの 

「款１９ 繰入金」 

 歳出の事業の財源として、「財政調整基金繰入金」を減額するもの 

 歳出の事業の財源として、「子ども未来応援基金繰入金」、「ごみ

減量化・資源化基金繰入金」を増額するもの 

「款２０ 繰越金」 

 歳出の事業の財源として、「前年度繰越金」を増額するもの 

「款２１ 諸収入」 

 歳出の事業の財源として、「地方創生アドバイザー事業助成金」を

増額するもの 

（継続費の補正） 

 「こどもセンター整備事業」について、保健所庁舎内に整備するこ

どもセンター整備工事において、令和６年度中の事業着手が必要とな

るほか、工期が３か年にわたるため、継続費を設定するもの 

 「保健所庁舎整備事業」について、保健所庁舎整備工事において、

令和６年度中の事業着手が必要となるほか、工期が３か年にわたるた
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め、継続費を設定するもの 

（繰越明許費の補正） 

 「道路整備事業」について、（仮称）松林地区地域集会施設等複合

施設の設計を進める中で、上水道の供給管を当該道路整備事業で新規

に整備する歩道下に埋設する必要が生じ、上水道供給管埋設工事終了

後に歩道整備を行うこととし、道路整備工事の年度内での完了が見込

めないため、次年度へ繰り越すもの 

 「消防通信業務管理経費」について、消防用無線装置と車両動態管

理装置の車両転載事業において、特殊災害対応自動車のベース車両の

モデルチェンジに伴う納期の延長により、年度内での完了が見込めな

いため、次年度へ繰り越すもの 

 「消防車両整備事業」について、特殊災害対応自動車において、ベ

ース車両のモデルチェンジに伴う納期の延長により、年度内での完了

が見込めないため、次年度へ繰り越すもの 

 「車両管理経費」について、自動車損害保険料及び公課費において、

特殊災害対応自動車のベース車両のモデルチェンジに伴う納期の延長

により、年度内での完了が見込めないため、次年度へ繰り越すもの 

（債務負担行為の補正） 
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 「こどもセンター整備工事監理業務委託経費」について、こどもセ

ンター整備工事監理業務委託経費において、令和６年度中の事業着手

が必要となるほか、当該工事の工期が３か年にわたるため、債務負担

行為を設定するもの 

 「保健所庁舎整備工事監理業務委託経費」について、保健所庁舎整

備工事監理業務委託において、令和６年度中の事業着手が必要となる

ほか、当該工事の工期が３か年にわたるため、債務負担行為を設定す

るもの 

 「戸別収集実験事業業務委託経費」について、戸別収集実験事業業

務委託において、令和６年度中の事業着手が必要なため、債務負担行

為を設定するもの 

 

議案第７６号 令和６年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会

計補正予算（第１号）(議案書 P56～67) 

歳入歳出それぞれ３３２，３１６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１９，７４０，３１６千円とするもの 

（歳出） 

「款３ 地域支援事業費」 
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「項３ 包括的支援事業・任意事業費」 

「目２ 任意事業費」 

任意事業費について、福祉用具・住宅改修支援事業に不足が見込まれ

ることから、「手数料」を増額するもの 

「款５ 介護保険運営基金」 

「項１ 介護保険運営基金」 

「目１ 介護保険運営基金」 

介護保険運営基金積立金について、保険給付等の財源として収入した介

護保険料のうち、保険給付等への充当がなされなかったもの等について介

護保険運営基金に積み立てるため、「積立金」を増額するもの 

「款６ 諸支出金」 

「項１ 償還金及び還付加算金」 

「目２ 償還金」 

償還金について、令和５年度に収入した国庫支出金、支払基金交付金、

県支出金の過配分を返還するため、「償還金利子及び割引料」を増額する

もの 

（歳入） 

「款３ 国庫支出金」 
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歳出の事業の財源として、「現年度分」を増額するもの 

「款４ 支払基金交付金」 

歳出の事業の財源として、「過年度分」を増額するもの 

「款５ 県支出金」 

歳出の事業の財源として、「現年度分」を増額するもの 

「款６ 繰入金」 

歳出の事業の財源として、「地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任

意事業）」、「介護保険運営基金繰入金」を増額するもの 

「款７ 繰越金」 

歳出の事業の財源として、「前年度繰越金」を増額するもの 

 

議案第７７号 令和６年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予

算（第１号）(議案書 P68～79) 

第２条「業務の予定量の補正」 

 主な建設改良事業のうち資産購入の予定量を２４，４７３千円増額

し、４２５，７９２千円とするもの 

第３条「収益的収入及び支出の補正」 

収益的支出の既決予定額に５４千円を追加し、１４，０１５，９２
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２千円とするもの。内容としては、電子処方箋管理サービスを導入す

るにあたって歯科医師の電子証明書の発行に要する経費として、「手

数料」を増額するもの 

第４条「資本的収入及び支出の補正」 

 資本的収入の既決予定額に２４，４００千円を追加し、１，４３９，

７８４千円とするとともに、資本的支出の既決予定額に２４，４７３

千円を追加し、２，０２２，５０８千円とするもの 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５８２，７２

４千円については、過年度分損益勘定留保資金で補填するもの 

収入の内容としては、支出の財源となる「企業債」を増額するもの 

支出の内容としては、ＡＩを用いた内視鏡診断支援ツール及び電子

処方箋管理サービスを導入することに伴い、「資産購入費」を増額す

るもの 

第５条「企業債の補正」 

資産購入費の増額に伴い、財源となる資産購入に係る企業債の限度

額を変更するもの 

 

議案第７８号 行政手続における特定の個人を識別する
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ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例(議案書 P80～81) 

医療費の助成に関する事務について、医療に関する給付の支給に関

する情報のうち個人番号をその内容に含む個人情報を利用することに

より、事務手続の効率性及び市民の利便性の確保を図るためのもの 

 

議案第７９号 工事請負契約の締結について(議案書 P82～84) 

 茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事の工事請負契約を

締結するためのもの 

 

議案第８０号 工事請負契約の変更について(議案書 P85) 

道の駅整備事業建設工事の請負契約について、神奈川県地球温

暖化対策計画に基づき、神奈川県所管の休憩施設に太陽光発電設

備を設置することから、契約金額を増額するためのもの 

 

議案第８１号 令和５年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計

利益の処分について(議案書 P86～87) 
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 令和５年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計決算において生じた

未処分利益剰余金８９０，１４５，１５８円のうち、４９８，６

３０，８１８円を減債積立金に積み立て、３９１，５１４，３４

０円を資本金へ組み入れるためのもの 

 

議案第８２号の１～４ 市道路線の認定について(議案書 P88～

99) 

 １ 中海岸三丁目地内でリストホームズ株式会社が築造し本

市に帰属した道路を市道２７２７号線として認定するもの 

 ２ 高田四丁目地内で株式会社セットが築造し本市に帰属し

た道路を市道３５２９号線として認定するもの 

 ３ 小和田一丁目地内で鈴木修建設株式会社が築造し本市に

帰属した道路を市道３５３０号線として認定するもの 

 ４ 今宿地内で有限会社イーグルハウスが築造し本市に帰属

した道路を市道５８０４号線として認定するもの 

 

認定第１号 令和５年度茅ヶ崎市一般会計歳入歳出決算

の認定について(議案書 P100) 

認定第２号 令和５年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別
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会計歳入歳出決算の認定について(議案書 P101) 

認定第３号 令和５年度茅ヶ崎市後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算の認定について(議案書 P102) 

認定第４号 令和５年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計

歳入歳出決算の認定について(議案書 P103) 

認定第５号 令和５年度茅ヶ崎市公共用地先行取得事業

特別会計歳入歳出決算の認定について(議案書 P104) 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと移行し、行動制限がな

くなり、感染対策が個人の判断にゆだねられるなど、暮らしや医療体

制が大きく変化した１年となったが、茅ヶ崎市実施計画２０２５の初

年度として、計画に位置付けられた事業を着実に推進することを基本

とし、予算執行に当たってきた。 

 各会計とも、本年３月３１日をもってその執行を終わり、２か月間

の出納整理期間を置き、５月３１日に出納を閉鎖した。 

 その後、会計管理者において決算を調製し、地方自治法第２３３条

第１項の規定により、証書類、その他附属書類と合わせ提出され、そ

の内容は別冊のとおり。 

 監査委員による審査では、「審査に付された各会計歳入歳出決算書
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等は、法令に規定された様式に従って作成されており、その計数は歳

入簿、歳出簿その他の関係諸帳簿と符合し、正確なものと認めます。

また、予算の執行は適正かつ効率的に行われていると認めます。」と

の御意見をいただいている。 

 以上、認定第１号から認定第５号について、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、決算審査意見書を付して、議会の認定をお願い

するもの 

 

認定第６号 令和５年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計決

算の認定について(議案書 P105) 

認定第７号 令和５年度茅ヶ崎市病院事業会計決算の認

定について(議案書 P106) 

本年３月３１日をもってその執行を終わり、監査委員による審査で

は、「審査に付された決算書等は、関係法令の規定に準拠して作成さ

れ、事業の経営成績及び財政状態は適正に表示されています。決算計

数は関係諸帳簿と符合し正確なものでした。」との御意見をいただい

ている。 

以上、認定第６号及び認定第７号について、地方公営企業法第３０
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条第４項の規定により、決算審査意見書を付して議会の認定をお願い

するもの 

 

報告第１３号 令和５年度茅ヶ崎市病院事業会計予算の

継続費精算報告について(議案書 P107～109) 

令和４年度から令和５年度までの２か年の継続事業として実施して

いた「市立病院本館改修事業（その２）」が、令和５年度に完了した

ので、地方公営企業法施行令第１８条の２第２項の規定により報告す

るもの 

 

報告第１４号 令和５年度茅ヶ崎市健全化判断比率につ

いて(議案書 P110～111) 

令和５年度決算における実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公

債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標について、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により報告するもの 

 実質赤字比率は、一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規

模に対する比率で、本市においては、一般会計及び公共用地先行取得

事業特別会計の実質収支により算出し、黒字となった。 
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 連結実質赤字比率は、公営企業会計を含む全会計を対象とした実質

赤字額又は資金不足額の標準財政規模に対する比率で、本市は黒字と

なった。 

 実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政

規模に対する比率で、本市は、３か年平均で令和４年度より１．１ポ

イント悪化の３．９％となったが、早期健全化基準の２５％を大きく

下回った。 

 将来負担比率は、地方債等の一般会計等が将来負担すべき実質的な

負債の標準財政規模に対する比率で、本市は１６．３％と令和４年度

の２４．７％から８．４ポイント改善し、早期健全化基準３５０％は

大きく下回っている。 

 以上、４つの財政指標による数値から、令和５年度の本市の財政は、

健全であったと判断している。 

 監査委員の総合意見としては、「審査に付された令和５年度茅ヶ崎

市健全化判断比率について、その算定の基礎となる事項を記載した書

類を確認したところ、いずれも適正に作成され、記載された計数は正

確なものであると認めます。」、「審査に付された令和５年度決算に

基づく健全化判断比率は、記載された計数により適正かつ正確に算定
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されていると認めます。」との御意見をいただいている。 

 

報告第１５号 令和５年度茅ヶ崎市資金不足比率について

(議案書 P112～113) 

公共下水道事業会計及び病院事業会計の令和５年度決算における資

金不足比率として、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２

条第１項の規定により報告するもの 

 当該比率は、各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率で、

経営健全化基準である２０％以上となった場合には、経営健全化計画

を定めることとされている。 

 本市では、公共下水道事業会計及び病院事業会計が本件報告の対象

となるが、いずれの会計も資金不足額が生じていないので、両会計と

も健全であったと判断している。 

 監査委員の総合意見としては、「審査に付された公共下水道事業会

計及び病院事業会計の令和５年度茅ヶ崎市資金不足比率について、そ

の算定の基礎となる事項を記載した書類を確認したところ、書類はい

ずれも適正に作成され、記載された計数は正確なものであり、その計

数により適正かつ正確に算定されていると認めます。」、「算定の結

果、いずれの会計も資金不足を生じていないため、資金不足比率は計
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上されませんでした。」との御意見をいただいている。 

 

報告第１６号 専決処分の報告について(議案書 P114) 

 令和３年３月１９日午後１０時頃、赤羽根４０１８番地先にお

いて、相手方が自動車で走行していたところ、道路上のアスファ

ルトに剥がれがある部分を通過したことにより、右側前輪及び後

輪のホイールに損害を与えたため、これに対する修理費を賠償し

たもの 


